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西
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る
菊
花
の
祭
典
、
西
日
本
菊
花
大

会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
菊
花
会
・
宗
像
観
光
協
会
、
後
援
I
I

福
岡
県
他
）
が
、
先
月
二
十
三
日
を
以
て
盛
大
に
終
了
し
た
。

こ
の
大
会
は
当
大
社
の
『
昭
和
の
大
造
営
』
を
奉
祝
し
、
昭

和
四
十
六
年
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
四
十
四

回
目
と
な
る
。
境
内
に
は
九
州
各
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約

1
0
0
名
か
ら
、
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
菊
花
が
出
品
さ
れ
、

質
・
量
と
も
に
『
西
日
本
』
の
名

に
相
応
し
い
規
模
を
誇
る
菊
の

薩
祭
典
で
あ
る
。

言
閏
閂

臣
賞
に

部
保
田
直
宏
氏

（
福
岡
県
京
都
郡
）

抱
大
会

巌＾

傘
宗
像
ノ百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
詞
叩
詞

え
の
＿
つ
で
あ
る
。
正
し
く
は
、
「
竹
に

虎
」
「
梅
に
鶯
」
な
ど
と
同
様
に
動
物
よ
り

植
物
を
先
に
挙
げ
る
そ
う
で
あ
る
了
我

が
国
で
は
、
大
陸
伝
来
と
い
う
事
で
「
唐

獅
子
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
は

ラ
イ
オ
ン
で
あ
る
。
「
百
獣
の
王
」
で
あ

る
ラ
イ
オ
ン
が
、
「
百
花
の
王
」
と
さ
れ

る
牡
丹
と
大
陸
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
。

そ
の
造
形
は
、
勇
猛
か
つ
華
や
か
に
表

現
さ
れ
て
い
る
竺
画
題
と
し
て
古
来
よ

り
好
ま
れ
、
や
が
て
獅
子
舞
な
ど
祭
囃

子
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
親
し
ま
れ
て
き

た
。
し
か
し
本
質
と
し
て
は
、
狛
犬
と

同
じ
様
に
聖
域
守
護
の
意
味
が
あ
る
▼

実
は
当
大
社
・
辺
津
宮
本
殿
の
正
面
階

段
の
上
に
彩
色
を
施
さ
れ
た
「
牡
丹
に
唐

獅
子
」
の
彫
刻
が
あ
る
。
今
は
本
殿
と
拝

殿
の
間
に
渡
殿
（
幣
殿
）
が
あ
る
為
、
参

拝
者
の
目
に
入
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
が
、
永
年
に
亘
り
神
域
を
守
り
続
け

て
き
た
存
在
で
あ
る
▼
故
高
倉
健
の
演

じ
る
姿
も
「
唐
獅
子
」
を
投
影
し
男
の
理

想
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
「
永
遠
に
不

滅
」
の
存
在
と
な
っ
た
烹
辺
津
宮
本
拝
殿

は
十
＿
月
末
に
御
修
復
を
完
了
、
来
た

る
十
二
月
八
日
御
遷
座
の
運
び
で
あ
る
。

「
牡
丹
に
唐
獅
子
」
の
彫
刻
も
含
め
社
殿

の
装
い
も
甦
り
大
神
様
の
神
威
も
弥
益
々

に
発
現
さ
れ
る
日
も
真
近
で
あ
る
。
（
佐
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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の
搬
入
・
展
ホ
が
行
わ
れ
た
。
了
ん
の
努
力
に
よ
り
色
彩
豊
か
な
一
ぷ
く
茶
屋
」
を
実
施
、
さ
ら
に
は
一

十
月
二
十
九
日
、
福
岡
県
農
[
墨
事
な
菊
花
が
境
内
に
出
揃
い
ヽ
[
翫
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
皆
様
に
よ
]

林
業
総
合
試
験
場
資
源
活
用
研
：
多
く
の
参
拝
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
：
る
境
内
案
内
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
一

究
セ
ン
タ
ー
苗
木
・
花
き
部
々
長
一
十
一
月
十
九
日
に
は
、
清
明
こ
ま
た
、
恒
例
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
一

松
野
孝
敏
氏
を
審
査
長
と
し
て
二
殿
に
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
二
菊
人
形
や
、
「
き
く
ま
つ
り
・
一

八
名
で
審
査
が
行
わ
れ
、
大
輪
・
一
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
各
受
賞
者
丁
七
五
三
・
宗
像
大
社
」
の
菊
文
一

盆
栽
．
懸
崖
•
特
作
の
四
部
門
そ
」
等
に
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
審
二
字
を
中
心
に
据
え
た
会
員
皆
様
一

れ
ぞ
れ
厳
し
い
出
品
・
審
査
基
二
宜
長
の
松
野
孝
敏
氏
よ
り
審
査
二
の
奉
納
に
よ
る
特
別
花
壇
な
ど
一

準
に
則
り
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
二
講
評
を
賜
る
と
、
出
席
者
等
は
：
も
加
わ
り
、
七
五
三
詣
の
参
拝
一

本
年
は
大
雨
や
台
風
が
多
く
二
次
年
度
へ
の
励
み
に
と
熱
心
に
聞
」
者
を
中
心
に
記
念
写
真
撮
影
場
一

日
照
時
間
が
短
い
冷
夏
と
な
り
、
：
き
入
っ
て
い
た
。
二
所
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
一

菊
作
り
に
と
っ
て
決
し
て
良
い
条
一
期
間
中
の
境
内
で
は
、
「
菊
み
一
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ハ
ウ
：
ま
し
て
厚
く
御

件
で
は
無
い
も
の
の
、
会
員
皆
さ
：
く
じ
」
や
勅
使
館
を
特
別
開
放
二
人
の
設
営
・
菊
花
搬
入
出
等
の
；
礼
申
し
上

し
た
「
茶
房
」
、
観
二
奉
仕
活
動
に
御
協
力
頂
き
ま
し
二
け
ま
す
。

光
協
会
に
よ
る
「
い
っ
了
た
多
く
の
皆
様
へ
、
誌
面
を
借
り
一

ご
＿
『
一

9
t
 一内閣総理大臣賞 保田直宏

農林水産大臣賞 福嶋廣之

文部科学大臣賞 和田太義

総務大臣賞 社家間サッキ

法務大臣賞籾井弘己

外務大臣賞城本勝行

財務大臣賞安武善隆

厚生労働大臣賞 船越順一

経済産業大臣賞 古原正則

国土交通大臣賞 時田義光

環境大臣賞白水晴治

防衛大臣賞中川泰祐

内閣官房長官賞 吉田睦雄

衆議院議員宮内秀樹賞 豊原 勇

宗像大社宮司賞 御田良知
※以下、受賞者につきましては紙面の都合上割愛させていただきます。



一
清
香
吟
社
宝
山
会
に
よ
る
秋
季
：
よ
り
仮
本
殿
に
て
正
式
参
拝
、
会
員

]
奉
納
吟
詠
大
会
が
宗
家
・
宗
嗣
益
[
-
同
に
よ
る
「
吟
道
」
の
合
吟
が
奉

6
平
｀
観
菊
者
、
七
五
三
祈
願
者
等
こ
福
岡
ー
松
本

詞
一
で
賑
わ
う
十
一
月
三
日
、
長
野
」
向
の
直
行
便
が
＂
中
翔
山
氏
を
は
じ
め
、
県
内
外
よ
こ
叩
そ
の
後
、
清
明
殿
に
て
式
典
が

~
り
会
員
約
五
十
名
が
参
集
し
、
盃
囲
催
さ
れ
、
永
年
斯
道
の
興
隆
に

｀
県
松
本
市
特
産
の
信
州
り
ん
ご
こ
運
航
し
て
お
り
、
さ
ら
に
交
流
[

~
十
一
月
三
日
清
明
殿
に
て
開
催
さ
」
寄
与
さ
れ
た
、
長
野
柊
月
氏
・
野

を
奉
納
す
る
式
典
が
行
わ
れ
、
：
を
深
め
よ
う
と
、
松
本
農
業
開
[

~
れ
た
。
一
田
海
山
氏
・
阿
部
豊
吉
氏
に
感
謝

終
了
後
、
松
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
こ
充
セ
ン
タ
ー
や
J
A
全
農
長
野
[

~
大
会
に
先
立
ち
、
午
前
十
一
時
盃
仏
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル
プ
ち
ゃ
ん
」
」
福
岡
販
売
所
な
ど
が
賛
同
し
て
[

と
巫
女
等
が
約
四

0
0
個
の
り
」
昨
年
よ
り
始
ま
り
、
今
年
も
松
i

ん
ご
を
参
拝
者
等
に
手
渡
し
た
二
本
市
特
産
の
信
州
り
ん
ご
が
届
]
·
~
四
·
苧
『
頓

“
E
B
“匹
瓦
口
『
f
“
ユ
m
E
1
9
9
-

二
千
討
を
越
え
る
ア
ル
プ
ス
こ
り
ら
れ
た
0

I

十
一
月
六
日
、
博
陽
吟
道
会
奉
云
口
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
祐

に
囲
ま
れ
た
「
山
の
ま
ち
」
松
本
一
午
後
二
時
、
仮
本
殿
で
行
わ
]
納
に
よ
る
吟
詠
大
会
（
協
賛
．
吟
道
こ
清
明
殿
に
て
開
会
式
が
行
わ
れ
、
博
｀
·

市
と
、
「
海
の
ま
ち
」
宗
像
市
は
、
：
れ
た
式
典
で
は
、
ま
ず
、
り
ん
ご
一
清
吟
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
盃
晦
吟
道
会
の
灘
谷
斃
月
氏
・
芳
賀
窃
『
」

り
ー
ト
ヽ
ゃ
参
列
者
が
祓
い
清
め
ら
]
開
会
に
先
立
ち
午
前
十
時
よ
り
、
一
芳
月
氏
、
吟
道
清
吟
会
の
大
野
詠

l必

長
1^
[

い
[
[
畜
[
G
[
]
直
い
員
云
門[
`
□G汀
‘
賞
状
と
i


i
f
t
/
[
よ
1

神
職
が
三
方
に
盛
ら
~
：

.. 

口
翠
蕊
醤m甕
匹
匹
マ
，
輯
芸
五
凪Eg
1
‘
.

—

9

り
ん
ご
を
神
前
に
お
供
i

f
“
y
.
し
・
十
一
月
十
六
日
（
日
）
宗
像
本
因
一
し
初
段
ー
五
段
を
六
人
一
組
に
別
一

え
し
た
。
引
き
続
き
、
巫
一

ふ
｀
｀
w
]

坊
戦
（
五
・
六
段
者
）
、
宗
像
大
社
奉
こ
り
、
各
組
ご
と
に
優
勝
者
を
決
定
｀

一
納
囲
碁
大
会
（
初
段
ー
五
段
）
が
宗
了
し
た
。
実
カ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め0.

女
や
関
係
者
等
が
松
本
~

」
像
・
福
津
両
市
内
か
ら
一
五
七
名
一
る
本
因
坊
戦
は
、
高
段
者
十
三
名

市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
~

と
り
ん
ご
の
セ
ッ
ト
を
参
i
~
が
参
集
し
、
斎
館
・
清
明
殿
で
開
催
ご
ゃ
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
い
、

9
_
.

~
さ
れ
た
。
五
熱
戦
の
末
、
佐
土
原
勲
が
優
勝
を
・
・

拝
者
等
に
配
る
と
、
境
内
i

~
囲
碁
大
会
は
一
四
四
名
が
参
加
五
木
た
し
た
。

中
の
方
が
殺
到
し
、
盛
況
[

を
博
し
て
い
た
。
＂

3
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·履こ
長
野
県
松
本
市
特
産
の

信
州
り
ん
ご
を
奉
納

®
0
神
縣
行
事

神
威
は
敬
心
に
よ
っ
て
増
す
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尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
方
は
、
大
祓
神
事
当
日
ま
で
に
『
人
形
』
（
男11

白
、
女
1
1

赤
）
に
息
を
吹
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年
齢
を
、
『
車
型
』

に
は
ナ
ン
バ
ー
を
御
記
入
の
上
、
当
大
社
ま
で
御
返
送
く
だ
さ
い
。

八
百
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像
地
方
の
特
殊
神
事
「
古
式
祭
」
が
左
記
日

程
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
振
る
っ
て
御
参
列
下
さ
い
。

◆
日
時

1
2月
1
4日
（
日
）

◆
祭
典
午
前

6

時
ー

◆
祭
場
宗
像
大
社
本
殿

◆
御
座
午
前

6

時
3
0分ー
一
番
座

（
一
番
座
1
1
5
0
名
ず
つ
、
五
番
座
ま
で
）

◆
会
場
宗
像
大
社
清
明
殿

◆
御
座
料

1

人
…
1

、

0
0
0

円

※
御
座
券
は
当
日
午
前
6
時
ー
販
売
致
し
ま
す
。

（
例
年
午
前
5
時
3
0
分
位
か
ら
多
く
の
方
が

並
び
始
め
ま
す
。
）

◆
日
時

1
2月
3
1日
（
水
）
午
後
3

時
ー

◆
場
所
神
門
前

年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に
は
御
多
忙
の
御

事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年
を
締
一

' 

め
括
る
「
大
祓
神
事
」
「
除
夜
祭
」
が
近
付
い

』
叫
聞
[
『

芯
項
い
い
迂
｀

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
除
夜
祭

屯
し
、

は
、
こ
の
一
年
を
締
め
く
く
る
祭
典
で
す
。

こ
の
祭
典
が
終
る
と
、
し
ば
し
の
静
寂
を
経
呼

て
元
旦
を
迎
え
ま
す
。
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平成26年 12月 1 日月曜日
r=~ ` ‘ ’亀ヽ......

．T翡闊研9罪口·
遷
座
祭

1
2月
8

日
（
月
）1
9時
2
0分
斎
行

神
様
に
仮
本
殿
よ
り
、

か
え

本
殿
に
お
還
り
頂
く
お
祭
り
で
す
。

奉
幣
祭

1
2月
9

日
（
火
）1
0時
斎
行

天
皇
陛
下
か
ら
の
幣
吊
を

奉
る
お
祭
り
で
す
。

—}i ll111-

上記の祭事により一般参拝の規制をさ

せて頂きます。ご理解とご協力の程宜し

くお願い申し上げます。

◆本殿
12月8日 13時～9日 1 1 時迄
神門内での参拝が出来ません。

◆祈願
12月8日 16時迄
ご祈願（祈祷）を受付致します。

◆第二駐車場
12月8日終日閉鎖

拝殿は棟瓦になっており、屋根
瓦葺きであった時の名残です。

ン

黒漆が施された千木・鰹木

..../’ 

一
年
余
り
の
間
、
囲
わ
れ
て
い
た
素
屋
根

が
解
体
さ
れ
、
美
し
く
葺
き
あ
げ
ら
れ
た
本

殿
・
拝
殿
の
屋
根
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
本

殿
の
棟
や
千
木
鰹
木
は
黒
漆
が
施
さ
れ
、
柱

等
は
丹
．
漆
が
塗
り
直
さ
れ
て
お
り
、
色
彩

鮮
や
か
に
以
前
の
姿
に
戻
り
ま
す
。

i

l

r
i

,

 

日
記
⑬

杉
並
区

袖
ヶ
浦
市

袖
ヶ
浦
市

1
0
0
、

0
0
0

円
一
高
知
市
出
木
宏
治
一
袖
ヶ
浦
市

熊
本
市
寺
田
と
も
か
＿
仙
台
市
山
田
聡
明
ー
知
多
市

鞍
手
町
安
増
惇
夫
―
田
川
市
山
添
ヒ
ト
ミ
―
千
葉
市

古
賀
市
坂
井
慈
実
・
渋
田
勉
―
富
山
市
平
野
義
明
―
千
葉
市

篠
栗
町
株
式
会
社
フ
ク
ネ
ッ
一
名
古
屋
市
村
川
充
江
一
千
葉
市

代
表
取
締
役
永
島
駿
治
一
福
岡
市
田
尻
啓
介
一
千
葉
市

常
務
取
締
役
永
島
誠
一
郎
―
福
岡
市
山
添
由
紀
一
千
葉
市

福
岡
市
―
福
津
市
大
野
桂
子
―
千
葉
市

阿
部
文
明
法
律
事
務
所
一
横
浜
市
竹
内
明
世
―
千
葉
市

福
津
市
金
刀
比
羅
神
社
一
四
、
0
0
0円
―
千
葉
市

阿
部
弘
樹
一
千
葉
市
小
玉
秀
一
千
代
田
区

三
0
、
0
0
0
円
一
三
、

0
0
0

円
ー
常
滑
市

新
宮
町
友
納
優
子
―
北
九
州
市
中
西
克
徳
―
常
滑
市

福
岡
市
江
上
純
・
真
紀
子
一
苫
小
牧
市
高
野
和
雄
云
占
小
牧
市

福
岡
市
長
野
裕
之
ー
名
古
屋
市
吉
川
正
男
一
苫
小
牧
市

門
司
成
人
―
福
岡
市
牛
嶋
香
保
里
一
寝
屋
川
市

1
0
、
0
0
0

円
―
福
岡
市
安
井
伸
二
郎
一
練
馬
区

伊
丹
市
宮
本
泰
彦
ー
ニ
、

0
0
0

円
一
福
岡
市

北
九
州
市
瓜
生
誠
一
ー
板
橋
区
羽
谷
孝
史
―
福
岡
市

北
九
州
市
高
橋
敬
子
―
市
川
市
小
野
田
真
一
福
津
市

北
九
州
市
田
中
ハ
ッ
セ
―
市
原
市
伊
藤
克
樹
ー
福
津
市

世
田
谷
区
片
山
孝
子
一
市
原
市
荻
原
俊
成
一
宗
像
市

世
田
谷
区
片
山
友
江
一
市
原
市
笠
見
雅
司
一
宗
像
市

仙
台
市
石
田
道
人
一
市
原
市
河
口
国
康
―
八
千
代
市

鳥
栖
市
古
賀
健
一
ー
市
原
市
齋
藤
格
一
横
浜
市

福
島
市
福
島
文
化
学
園
一
市
原
市
篠
塚
卓
哉
一
横
浜
市

日
下
将
孝
一
市
原
市
大
和
敬
明
一
台
湾

閏
｀
｀
五
ば1〗
-
’

大
阪
市
村
瀬
君
夫
一
鹿
島
市
木
下
義
昭
一
宗
像
市
一
白
石
酒
店

杉
並
区
鶴
岡
隆
志
一
北
九
州
市
北
野
良
子
一
井
上
光
生
ー
今
古
賀
俊
幸

五
、
0
0
0

円
―
北
九
州
市
中
西
克
徳
ー
立
山
弘
一
山
路
キ
ク
ノ

茨
木
市
占
部
博
一
京
都
市
岡
野
雅
史
一
早
川
ウ
メ
子
―

浦
安
市
竹
内
和
世
一
さ
い
た
ま
市
内
山
直
之
一
遠
藤
澄
男
一
福
津
市

北
九
州
市
秦
勝
範
一
周
南
市
渕
脇
知
範
ー
田
志
覚
ー
中
村

北
九
州
市
安
永
信
子
一
新
宮
町
篠
崎
ワ
サ
エ
一
岩
永
幸
子
ー
上
妻

晴
治

清
敏

邸山川小竹柴大大廣中坂吉村飯森勝内藤田小土関杉楠安牟渡山井梶
口上泉本村山庭井川井田山島脇見田田辺倉屋口江山藤田邊田上山

八
明大澄慶健重泰悦利宝美 寛正佳智友幸 真直文誠郁英順雅喜
友輔江子吾子勲子行信幸修実暁樹剛久憲弘亮亮弘大彦人則樹司雄規
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昭
和
5
0年

前
厄
（
男
）

昭
和
4
9年

昭
和
3
0年

大
厄
（
男
）

40 

平
成
2
0年

暗
剣
殺

7
 

大
厄
（
男
）
41 60 

平
成
1
8年

八
方
塞

, 

昭
和
4
8年

後
厄
（
男
）
42 

平
成
1
年

暗
剣
殺

昭
和
4
7年

暗
剣
殺

43 

平
成
1
0年

前
厄
（
女
）

16 17 

昭
和
4
5年

八
方
塞

45 

平
成
9

年

大
厄
（
女
）

八
方
塞

18 

昭
和
3
8年

暗
剣
殺

52 

平
成
8

年

後
厄
（
女
）

昭
和
3
6年

八
方
塞

54 

平
成
4

年

前
厄
（
男
）

1~ 

昭
和
3
1年

前
厄
（
男
）
59 

平
成
3

年

平
成
2

年

大
厄
（
男
）
24 

後
厄
（
男
）

暗
剣
殺

25 

昭
和
2
9年

後
厄
（
男
）

暗
剣
殺

61 

昭
和
6
3年

八
方
塞

27 

昭
和
2
7年

八
方
塞

63 

昭
和
5
9年

前
厄
（
女
）
31 

昭
和
2
0年

暗
剣
殺

70 

昭
和
5
8年

大
厄
（
女
）
32 

昭
和
1
8年

八
方
塞

72 

昭
和
5
7年

後
厄
（
女
）
33 

昭
和
1
年

暗
剣
殺

79 

昭
和
5
6年

暗
剣
殺

34 

昭
和
9

年

八
方
塞

81 

昭
和
5
5年

前
厄
（
女
）
35 

昭
和
2

年

暗
剣
殺

88 

昭
和
5
4年

大
厄
（
女
）

八
方
塞

36 

大
正
1
4年

八
方
塞

90 

昭
和
5
3年

後
厄
（
女
）
37 

平
成
2
7
年
厄
年
一
覧
表

厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ

れ
が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性

の
三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、

そ
の
前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』

と
い
っ
て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自

の
慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を

迎
え
る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に

足
を
運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け

て
き
ま
し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、

男
性
の
四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、

女
性
の
三
十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
の
発
生
率
が
高
く
な
る
年
代

で
厄
年
と
も
符
合
し
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ

て
事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果

を
生
ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、

結
婚
、
新
し
く
事
を
は
じ
め
る
方

は
要
注
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
け
ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎

ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大

凶
の
年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

♦悶宗像大社tlJ詣
玄界灘

●平成26年12月 31 日（水）
午後10時から

平成27年 1 月 1 日（木）
午後 8 時まで

●平成27年 1 月 2日（金）～ 1 月4日（日）
午前 9 時から午後 7 時まで

※交通状況によリ、規制時間を変更することがあリます。

凡 例 I 

ヽ 宗像大社順路

にヨI I 一方通行

I II I 歩行者用道路

= 車両進入禁止
＠二e 交通信号機

一
駐 車 場

交通規制のお知らせ

※主饗地点から宗懺大社までの距離
＊東癌構交差点から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 
＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km ■公共交通機関をご利用ください



日
二
表
面
の
一
部
は
剥
落
も
あ
る
が
一
宰
府
の
定
遠
館
の
門
扉
と
な
っ

曜月
一
「
為
慰
霊
魂
、
清
国
軍
艦
定
遠
丁
た
り
、
各
地
に
分
散
さ
れ
て
展

日
~
サ
ン
チ
ゆ
う
こ
う
~

]
三
十
珊
半
之
弾
丸
伊
東
祐
亨
」
ニ
ホ
さ
れ
て
い
た
。
門
柱
と
な
っ
て

月

l
~丁と
読
め
る
。
―
―
二

0
年
、
日
清
戦
争
の
証
人

6
一
明
治
二
十
年
代
の
ア
ジ
ア
最
丁
こ
な
っ
て
建
ち
つ
づ
け
て
い
る
。

年成
前
回
は
空
母
飛
龍
の
最
後
を
了
大
敗
北
を
喫
し
た
も
の
で
あ
る
ニ
ビ
エ
ン
、
ポ
ー
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ニ
大
の
巨
艦
、
定
遠
と
鎮
遠
で
、
ド
一
こ
の
砲
弾
を
見
て
も
、
色
々
な
事

平

記
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
六
月
」
空
母
加
賀
の
碑
は
涼
月
（
大
和
：
チ
ラ
チ
ャ
プ
の
作
戦
に
参
加
、
六
ロ
イ
ツ
で
建
艦
、
七
、
四
三

0
t
゜
ご
か
去
来
す
る
。
な
お
、
海
軍
墓

五
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
主
」
特
攻
）
千
歳
（
水
上
機
母
艦
）
の
：
月
五
日
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
：
当
時
の
超
戦
艦
で
、
日
本
に
も
ご
地
の
拝
殿
前
に
も
、
清
国
軍
艦

カ
空
母
四
隻
が
沈
没
、
戦
闘
機
、
一
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
「
海
の
防
人
一
で
、
米
空
母
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ニ
ホ
威
航
海
し
、
海
軍
人
や
国
民
二
り
六
門
の
砲
身
が
並
ん
で
い
る
。

一
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
失
っ
た
。
．
之
碑
」
の
そ
ば
に
あ
る
。
：
ズ
機
の
爆
弾
三
発
を
受
け
大
火
i
も
そ
の
巨
大
さ
に
震
え
あ
が
ら
~
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
・
ジ
ャ
パ
ン

象
そ
し
て
、
緒
戦
の
勝
利
か
ら
一
一
加
賀
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
に
よ
：
災
と
な
り
沈
没
し
た
。
な
お
東
：
せ
た
。
（
定
遠
に
つ
い
て
は
会
誌
：
の
戦
争
映
画

D
V
D
コ
レ
ク
シ
ョ

転
し
て
敗
北
へ
と
進
ん
で
い
く
。
i
り
未
成
戦
艦
か
ら
改
造
さ
れ
、
i
山
海
軍
墓
地
に
記
念
碑
は
な
い
ニ
ハ
三
九
号
に
記
載
）
こ
の
巨
艦
の
：
ン
第
二

0
号
は
「
天
皇
・
皇
后
と

』
-
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
は
「
運
命
の
空
母
と
し
た
も
の
で
、
昭
和
十
が
、
ミ
ッ
→
違
ー
で
沈
没
し
た
砲
弾
が
門
柱
と
な
っ
て
、
ど
ん
と
日
清
戦
争
」
明
治
天
皇
に
嵐
寛

M
U
N
-
五
分
間
」
と
い
わ
れ
、
攻
撃
機
の
一
年
に
改
装
が
完
成
、
飛
行
甲
板
戸
空
母
に
は
蒼
龍
が
あ
る
。
」
据
え
ら
れ
て
見
る
も
の
を
圧
倒
」
寿
郎
・
昭
憲
皇
后
が
高
倉
み
ゆ

爆
弾
か
ら
魚
雷
の
換
装
に
手
間
―
一
段
に
変
え
、
搭
載
機
数
を
増
一
米
急
降
下
爆
撃
機
の
命
中
弾
一
す
る
。
：
き
・
新
東
宝
一
九
五
八
年
製
作
、

宗

取
っ
た
こ
と
と
共
に
、
情
報
の
把
：
し
、
速
力
も
二
十
八
k
t
以
上
、
対
一
を
三
発
受
け
、
甲
板
上
の
飛
行
一
黄
海
海
戦
で
敗
れ
山
東
半
島
一
定
遠
も
で
て
く
る
。
映
画
は
よ

ー
＿
握
、
判
断
等
の
ミ
ス
も
重
な
り
空
兵
装
も
強
化
さ
れ
た
。
戦
歴
機
に
誘
爆
し
て
大
火
災
と
な
り
威
海
衛
に
逃
げ
込
ん
だ
北
洋
水
く
出
来
て
い
る
。

毎
は
ハ
ワ
イ
海
戦
一
沈
没
。
艦
長
柳
本
柳
作
大
佐
は
二
帥
（
艦
隊
）
は
日

物
に
参
加
、
そ
の
口
艦
と
共
に
運
命
を
と
も
に
し
て
一
本
海
軍
の
水
雷

便暉
艦
上
機
七
十
一
一
い
る
。
新
造
時
の
要
目
は
排
水
量
一
艇
の
波
状
攻
撃

機
は
米
海
軍
の
一
―
五
、
九
0
0

t
、
全
長
一
を
受
け
大
破
沈

第

一
太
平
洋
艦
隊
三
二
七
、
五

m
速
力
三
十
四
、
五
履
。
威
海
衛
を

租
主
力
お
よ
び
諸
―
k
t
、
搭
載
機
七
十
一
機
、
乗
員
一
占
領
し
た
海
軍

昭号
一
施
設
を
猛
爆

[
-
‘
1
0
一
名
。
（
日
本
軍
艦
こ
た
よ
っ
て
戦
利
品

4
撃
し
た
。
そ
の
―

1
0
0
選
・
野
沢
正
）
個
人
墓
の
：
と
な
っ
た
も
の
で

6
 第

一
後
ひ
き
つ
づ
き
一
入
口
に
一
対
の
砲
弾
を
使
っ
た
門
：
あ
る
。
定
遠
は

6
 

ラ
バ
ウ
ル
、
カ
一
柱
が
立
っ
て
い
る
。
赤
く
さ
び
て
一
解
体
さ
れ
、
太

（続）

295 

い
し
い
た
だ
し
一
J
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
車
日
の
里
石
松
弘
次

秋
の
き
て
親
友
の
戦
死
の
供
養
す
る

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

神
奈
備
の
杜
に
か
が
よ
う
巫
女
の
紅

北
九
州
市
八
幡
西
区
曽
川
恵
美
子

水
引
き
の
そ
こ
や
か
し
こ
に
殖
え
に
け
り

一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

i
居
寝
し
吾
に
月
下
美
人
が
開
き
始
む
香
り
た
だ
よ
ひ
手
の
ひ
ら
程
に

i
｀
花
の
好
き
な
作
者
の
喜
び
の
歌
。
初
句
は
言
葉
が
忙
し
い
の
で

口
〈
わ
が
寝
間
に
〉
。
三
句
始
む
は
〈
初
む
〉
が
一
般
的
。

一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三
一
バ
ラ
の
花
に
顔
を
う
ず
め
て
い
る
少
女
刺
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
た
る

神
奈
備
の
森
に
か
が
よ
う
巫
女
の
袖
お
も
い
は
る
け
し
沖
津
島
風
[
’
絵
の
よ
う
な
光
景
。
語
順
を
変
え
、
〈
棘
の
こ
と
思
い
も
せ
ず
や

一
巫
女
の
袖
が
魅
力
的
。
調
べ
が
切
れ
た
感
じ
な
の
で
二
句
以
下
二
．
わ
が
少
女
咲
く
庭
の
薔
薇
に
顔
を
う
ず
め
る
〉
。

~
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
を
〈
森
に
舞
う
巫
女
そ
の
白
き
袖
に
思
ほ
ゆ
ー
〉
と
し
て
み
た
。
[

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
一
わ
が
裡
に
心
配
性
の
批
棲
め
り
会
ひ
た
く
は
な
し
さ
れ
ど
会
ひ
た
し

帽
子
付
け
そ
の
ま
ま
ラ
ー
メ
ン
す
す
り
を
り
白
髪
か
く
し
て
昼
餡
を
す
ま
す
]
上
の
句
が
読
者
を
引
き
込
む
が
下
の
旬
で
は
物
足
り
な
い
。
読

憂
に
自
信
の
な
い
評
者
も
共
感
で
き
る
歌
。
上
の
句
と
下
の
句
―
一
者
は
批
が
棲
む
影
響
を
、
具
体
で
知
り
た
い
。

~
宗
像
市
池
田
森
龍
子

[
—
の
意
味
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
、
下
の
句
で
は
展
開
を
。
一

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
[
物
弾
む
音
に
目
覚
め
り
三
日
前
パ
ヶ
ツ
使
ひ
し
そ
の
後
を
知
ら
ず

御
嶽
の
噴
火
当
日
飛
騨
の
旅
外
人
客
と
慌
て
戸
惑
う
一
音
の
実
態
は
何
？
ミ
ス
テ
リ
ー
の
よ
う
。
二
句
は
助
動
詞
〈
り
〉

御
嶽
山
の
噴
火
当
日
に
近
く
に
居
た
作
者
。
戸
惑
っ
て
‘
]
一
は
下
二
段
活
用
に
は
付
か
な
い
の
で
〈
音
に
覚
め
た
り
〉
に
。

]
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

一
〈
ニ
ュ
ー
ス
に
見
入
る
〉
な
ど
行
動
を
入
れ
て
は
。
~

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一
孫
五
人
節
目
ふ
し
め
を
祝
ひ
ゆ
く
大
き
よ
ろ
こ
び
わ
れ
を
も
生
か
す

壱
岐
・
封
島
雲
に
名
を
つ
け
仰
ぐ
空
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
て
訪
い
し
が
顕
ち
来
二
＇
祖
讐
し
て
の
冒
び
が
作
者
の
生
き
が
い
と
、
素
直
で
奸
感
が
持
て
る
歌
゜
葛
に
は
下
の
〉
と
助
詞
を
。

一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

雲
に
壱
岐
・
津
島
と
名
付
け
た
作
者
が
個
性
的
。
初
句
〈
ー
と
〉
[

三
句
〈
空
仰
ぐ
〉
結
句
〈
訪
い
し
日
お
も
い
〉
と
三
旬
切
れ
に
。
i
]
夕
日
差
し
わ
が
影
写
す
砂
浜
を
夫
の
後
追
ひ
ぽ
く
ぽ
く
歩
く

~
[
'
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
砂
浜
の
イ
メ
ー
ジ
。
作
者
と
夫
の
影
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
詠
み
方
も
試
み
て
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
:
_
’

i
◇
選
者
詠

療
養
よ
り
帰
り
し
妻
と
寝
間
分
か
ち
思
い
も
よ
ら
ぬ
独
り
の
自
在
~

i
湯
の
な
か
で
身
動
き
す
れ
ば
浮
く
柚
子
の
ゆ
れ
て
近
寄
り
は
な
る
る
い
く
つ

夫
人
の
療
養
を
機
会
に
独
立
し
た
寝
室
を
持
ち
自
在
さ
に
驚
い
~

―
た
作
者
か
。
結
句
〈
自
在
を
お
ぼ
ゆ
〉
等
と
。

i
ゆ
び
の
腹
に
跛
の
寄
る
こ
と
わ
す
れ
ゐ
き
風
呂
で
飽
か
ず
に
あ
そ
び
し
日
々
も

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

眠
り
に
就
き
補
聴
器
は
ず
す
一
瞬
を
わ
れ
に
音
な
き
安
息
が
あ
る
一

一
補
聴
器
を
は
ず
し
た
静
寂
を
安
息
と
捉
え
た
感
覚
的
な
良
い
歌
。
初
句
は
〈
眠
ら
ん
と
〉
。
[

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

も
し
木
々
が
歩
み
出
せ
ば
と
空
想
し
空
想
し
き
れ
ぬ
大
樟
の
森
[

発
想
が
楽
し
い
。
作
者
に
も
空
想
で
き
な
い
大
楠
が
歩
き
ま
わ
[

る
森
は
ど
ん
な
風
景
な
の
だ
ろ
う
。
~

俳
句0

ロ

ー
日
彗
日

唐
獅
子
」
の
彫
刻
で
す
て
四
十
三
年
振
り
の
遷

座
祭
、
職
員
一
丸
と
な
り
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
新
た
に

美
し
さ
を
取
り

戻
し
た
本
・
拝

殿
は
十
二
月
九

日
、
午
後
よ
り

お
参
り
頂
け
ま

す
。
多
く
の
御

参
拝
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
良
い
お

年
を
お
迎
え
下

さ
い
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
ニ
ニ
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー＂“甜J川·—

い年＾iB1

ヽ叫ふ直

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000 円

1 • 15日月汲祭 19日奉幣祭
午前10時 ：午前10時～
高宮祭、 : ;·4 日．．．．．．．．．．．

胃｀第三宮祭：午前6時～ 古式祭
宗像護国神社 ：午前6時30分～御座
月命日祭 (1 日） ：午前 10時～ 鎮火祭

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
午前11 時 ! 19日松尾神社祭
総社祭 ：午前 11 時～
浦安舞奉奏(1日） :........................... 

豊栄舞奉奏(15 日） I 23日天長祭
•••••••••••••••••••••••••••••••• コ午前 11 時～

8日遷座祭 : ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ:ｷｷｷｷｷｷｷｷ:ｷｷｷｷ 

午後7時20分～ I 31 日年越大祓式
：午後3時～
引き続き除夜祭




